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例えば、一口に鍬といってもさまざまな種類があり、さ
らに木製の台に刃をはめ込んだヘラグワは１本１本の形
が微妙に異なっています。また、脱穀作業などに用いる
クルリボウは、形以外にも使っている木の種類が違って
いるのがわかります。
　これは相模原ばかりでなく、周辺の地域で使われてき
た農具と比べるとその違いが一層はっきりします。こう
した形や素材の違いなどは、地域の農具のあり方を考え
ていく上で欠かせない視点です。

�¦�•�ö�0�U�^�l�h���w
��§�¢�
�µ���£

　かつて農業が生業の中心であったころは、鍬の刃など
の刃物類を作る鍛冶屋が各地にあり、市内にも何軒かの
鍛冶屋がいたことが分かっています。博物館では、展示
の準備として、昭和 63 年度（1988 ～ 89）に市内及び周
辺地域を含めた鍬の形態や鍛冶屋についての調査を実施
し、その際にさまざまな鍬の製作と記録化も行いました。
　ここに展示してある 15 点の鍬の刃は、東京都日野市
で各種の農具や刃物を作っていた露木隆さんが製作した
ものです（現在は廃業しています）。当時、すでに現役
の鍛冶屋は少なくなっており、また、露木さんの作る鍬
の構成が相原や橋本地区のものと類似していたことから
製作を依頼しました。
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　この地図は、『相模原市史民俗編』（平成 22 年刊）の
付図で、明治 39 年（1906）の相模原地域の土地利用の
状況を示したものです。この中で、ピンク色の所は集落
があった所、水色は水田ですが、色が付けられていない
部分が畑です。当時、集落が少なかったことや山林（緑色）
が多かったことに加え、耕地については水田に比べて畑
がかなり多かったことが分かります。なお、畑は桑畑の
印となっていますが、畑の周囲に桑が植えられていたた
めに一面の桑畑の表示となっていると考えられます。
　そして、例えば昭和 10 年（1935）『神奈川県統計書』
では、耕地面積の比率で、相模原地域は水田５％・畑
95％、津久井地域が水田 5.1％・畑 94.9％であり、全体
として市内は圧倒的な畑作地帯ということができます。
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　相模原ではかつて、様々な形の鍬が使われてきました。
これらの鍬は、主として畑の耕作作業全般に使われたも
の、荒地の開墾や土木作業に使われたものなど、いくつ
かのグループに分けることができます。
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　畑では、耕起（耕す）・整地（ならして播く所を作る）・
播種（種を播く）・管理（麦踏みや草取りなど）・収穫（刈
り取り）・脱穀調製（粒を落としたり殻を取る）といった

作業工程がありました。そして、畑で夏と冬に作られる
作物に応じてそれぞれの作業があり、いろいろな道具が
使われていました。
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　ヘラグワは相模原の代表的な鍬で、かつては、これ一
本あれば田畑の耕作はすべて行うことができたともいわ
れています。相模原の鍬と周辺各地で使われていた鍬を
比べてみると、形の似ているものや異なっているものが
あるのに気がつきます。こうしたことはどういう理由で
起きるのでしょうか。考えてみるのもおもしろいもので
す。
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　麦や豆などを叩くための道具で柄を持って振り回しま
す。回転する棒が肘に当たると大変痛かったようです。
相模原では、叩く棒の部分がカシの木の角材でできたも
のが多く、その一方で杉などの別の木を用いたり、全体
の形が異なるものも見られます。どこでも同じと思われ
がちな道具ですが、実際にはいろいろなものが使われて
いました。
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　相模原の養蚕はすでに江戸時代には行われており、そ
の後もたくさんの蚕が飼われていました。特に、第二次
世界大戦前の生糸の輸出が盛んであった時期には、養蚕
から得られる現金は、農家にとって生活を支えていくた
めに欠かせないものとなっていました。
　養蚕は蚕を育てて繭を作らせ、その繭や生糸を売るも
のですが、蚕の成長に合わせていくつかの作業があり、
多くの道具が用いられます。そして、質の良い繭や糸を
得るために、養蚕の技術や道具にはさまざまな改良や工
夫が加えられてきました。
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　養蚕の進展は人々の生活に大きな影響を与え、それは
さまざまな面に及びました。多くの畑に桑が植えられた
こともその一つですが、実際には専用の桑畑のほかに、
畑の周囲や畑の境木として桑を植えた所が相当ありまし
た。
　他にも人が住む住居の中でたくさんの蚕を飼うのは普
通のことで、そのために二階を広くしたり、蚕は寒いと
成長を止めてしまうために火を燃やす炉を作り、採光や
換気を良くするために屋根の破風に大きな開口部を作る
など、住宅を養蚕用に改造することが広く行われました。
さらに、桑を入れておくための桑室や繭を乾燥して保管
するための蒸倉を作るなど、養蚕用の設備を作ることも
ありました。
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［蚕の成長と糸繭］（８）
　養蚕を行うのは５月初めから９月末ころまでで、その
間に三～四回、蚕を飼いました。最初は種のように小さ
かった蚕は桑をどんどん食べて成長し、ついに糸を吐い
て繭を作ります。農家では、繭のままで出荷したり、生
糸に取って売るほか、二匹の蚕で一つの繭を作った玉繭
から真綿を作ることなども行われていました。
［蚕種と桑］（移動して８で使用）
　蚕の種（卵）は種紙に産み付けてあります。種紙には
いくつかの種類があり、次第に改良されて移り変わって
いきました。
　蚕のえさになる桑にもいろいろな種類があります。桑
の葉は蚕の成長に合わせて刻む大きさを変えたり、蚕を
飼う季節によって桑の取り方が異なったりしました。
［養蚕の道具］（移動して９で使用）
　蚕は桑の葉を食べて次第に大きくなり、やがて繭を作
ります。ここに展示してある道具は、かつて各家で養蚕
が行われた当時に使用されていたものの一部です。
　棚や火鉢、あるいは籠やいくつかの網など、蚕を飼う
にはさまざまな道具が必要であったことがわかります。
［養蚕の信仰］（12）
　蚕は温度・湿度の管理や病気の問題など、飼育に注意
が必要なこともあって、蚕が無事に成長してたくさんの
良い繭ができるように、人々は各地の神仏にお参りして
祈願しました。市内にもさまざまな蚕の神仏が祀られて
いて、多くの人々によって信仰されていた所が各地にあ
り、それは地域内ばかりでなくかなり遠くの範囲からの
参詣人を集める場合もありました。
　また、講といった集落の中で人々が集まって実施され
る行事や、正月などに行われる年中行事においても蚕が
育ち、繭がよくできるように願うものが行われるなど、
さまざまな養蚕にまつわる信仰が見られました。
［漸進社］（12）
　農家が自家で取った糸を小枠から大枠にからみ返す作
業を揚げ返しといい、緑区大島の漸進社はこの作業を共
同で行った上で、糸の品質の選別や荷造りして販売する
ことを目的に明治 19 年（1886）に設立されました。漸
進社はその後に大きく発展し、大正初期には、地域での
組合組織のものとして、全国四大社（ほかの三社は群馬
県）に数えられるほどになりました。このように、養蚕
製糸の展開は地域にさまざまな動きをもたらしました。
※常設展示・自然歴史展示室の２テーマ「郷土の歴史」
の清水家模型奥側の壁やケース内にも漸進社に係わる資
料が展示されています。
［神奈川県内最後の養蚕］（13）

　群馬県の富岡製糸場が世界遺産に登録され、改めて養
蚕への関心が高まっていますが、相模原市内もかつては
神奈川県内有数の養蚕地帯でした。
　市内の養蚕は江戸時代初～中期には行われ、女性の稼
ぎとして年によって変動が大きいものの毎年多くの繭や
糸の売り上げがあって貴重な現金の収入源であり、また、
安政６年（1859）の横浜開港に伴う生糸貿易は、市内の
養蚕製糸にも大きな影響を与えました。
　こうした重要な産業であった市内の養蚕も、第二次世
界大戦後の高度経済成長期を迎えると下火になってい
き、最後まで残っていた神奈川県全体で 12 軒（そのう
ち市内は緑区の４軒）の養蚕も平成 22 年（2010）ですべ
て終了し、産業としての養蚕はなくなりました。

おわりに
　当館のようないわゆる地域博物館の存在意義の一つ
に、市民自らが博物館と係わる中で、自分たちの生活す
る場所がどのような地域であるのか、地域の多様な歴史
や文化を認識するとともに、地域の将来のあり方につい
て考える資料を作り出していく活動を展開する拠点とし
ての役割があると思われる。筆者は当館において長く
民俗分野の学芸員として活動してきたが、一般の市民
にとっての民俗の魅力とは何か、何を売りに民俗分野と
して市民協働を図っていくのかを考えた場合、やはり歴
史や文化はかつて学校で習った年表を記憶するようなも
のではなく、自らの身の回りにも姿を見せているものを
改めて発見すること、地域の歴史や文化をバラバラでは
なく自分たちの生活と係わらせて捉え、それらを掘り起
こしていくことが大切であり、そうした視点で地域を考
える人々といかにともに活動していけるかというもので
あった。
　実際に当館において、多くの市民の会がさまざまな活
動に係わり、今やそうした市民の力なくては館の運営が
成り立たなくなっているが、このような市民とともに行
う活動を展開していくに当たって留意しているのは、市
民の要望やニーズが多様化・多層化している中で、活動
自体が筆者自らも含めて楽しく、さらに意義のあるもの
であり、それを市民とともに行って共有する点にある。
そして、作業に当たっての環境を整えながら、さまざま
な意味でモチベーションを高めるような動機付けを継続
的に行い、活動が自己満足に終わらずに絶えず自分たち
の活動の意味や役割を学芸員のみならず参加者も含めて
確認しつつ、実践した成果を公開し蓄積して、次の活動
に繋げていくことが重要と捉えている。
　本稿で述べてきた市民とともに行った展示替え作業
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して小澤葉菜さんも参加した。
（９）手始めに「最後の養蚕」と関連して県内最後の養蚕
の様子の写真パネルを展示するほか、「養蚕の信仰」

に係わるその他の御札等の資料など、順次展示する
予定となっている。

［通路］

↑
（物置）
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（旧）　物置（内部は本来あった道具のみ） （新）　物置内部に堆肥作りの道具を展示

（旧 2-1）　近世農書

（新 2-1・2）　土地利用図・畑作の作業写真

（旧 2-2）　近代農具図

（旧 3）　多くの鍬類が並んでいた

自然歴史展示室・三テーマ「くらしの姿」展示替えについて ～市民協働による展示替えの経過～ 39



（旧 4・5）　風呂鍬の形態差を示す （新 3）　鍬とともに畑作道具を展示した

（新 5）　風呂鍬の形態差も縮小して残した（新4）　脱穀調製用具

（旧 8）　クルリボウも多く並んでいた （新）6　クルリボウもここだけに縮小した
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